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○飛騨市議会政治倫理審査会規程 

平成25年３月21日 

議会訓令第３号 

（趣旨） 

第１条 この訓令は、飛騨市議会政治倫理審査会（以下「審査会」という。）が、

政治倫理の確立のため、議員及び市民の申立て又は議員の申出に基づき、議員が

飛騨市議会議員政治倫理行為規範（以下「行為規範」という。）、その他の政治

倫理の確立に資するものとして議長が定める法令（以下「行為規範等」とい

う。）の規定に違反し、政治的道義的に責任があると認められるかどうかについ

て行う審査に関し必要な事項を定めるものとする。 

（申立ての手続き） 

第２条 前条の申立てをするには、議員にあっては２名以上、市民にあっては10名

以上からすることを要する。ただし、市民が申立てをしようとする場合は、議員

１名以上の紹介を要するものとする。 

２ 前項の申立てをする場合においては、申立書に議員が行為規範等の規定に違反

していることを明らかにした書面を添えて、これを審査会の会長に提出しなけれ

ばならない。 

３ 第１項の申立てがあったときは、会長は、速やかに審査会を開かなければなら

ない。 

４ 審査会が第１項の申立てに関する事案を審査するには、出席委員の過半数の議

決を要する。 

５ 前項に定めるもののほか、申立てに関する審査会の議事については、出席委員

の過半数でこれを決し、可否同数のときは、会長の決するところによる。 

（申出の手続き） 

第３条 審査会は、議員から政治倫理に関し不当な疑惑を受けたとして弁明書を添

えて第１条の審査の申出があったときは、当該申出に関する事案を審査しなけれ

ばならない。 

２ 第１項の申出があったときは、会長は、速やかに審査会を開催しなければなら

ない。 

３ 審査会が第１項の申出に関する事案を審査するには、出席委員の過半数の議決
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を要する。 

４ 審査会は、明らかに当該事案を審査する理由がないと認めるときは、当該申出

をした議員にその旨を通知し、審査しないことができる。 

（勧告の種類） 

第４条 審査会は、第２条の申立てをされた議員又は前条の申出を行った議員（以

下「審査の申立てをされた議員等」という。）につき政治的道義的に責任がある

と認めたときは、当該審査の申立てをされた議員等に対し、次の勧告を議決する

ものとする。 

⑴ 行為規範等の遵守の勧告 

⑵ 謝罪の勧告 

⑶ 一定期間の議会出席自粛の勧告 

⑷ 議会役員の辞任の勧告 

⑸ 議員の辞職の勧告 

２ 審査会は、前項第１号、第２号、第３号及び第４号の勧告について２以上併せ

て行うことができる。 

（議長への報告） 

第５条 審査会は、事案について審査を終わったときは、事案の概要及びこれに関

する審査の結果を記載した報告書を作成し、会長から議長に提出するものとす

る。 

 （議会への報告） 

第６条 議長は、審査会の報告書を議会に報告するものとする。 

（委員の定数） 

第７条 審査会は、８名の委員で組織する。 

（委員の選任） 

第８条 委員は、会期の始めに議会において選任し、議員の任期中その任にあた

る。 

２ 委員の選任は、議長が指名するものとする。 

（委員の辞任） 

第９条 委員に選任された者は、正当な理由がない限り、その任を辞することがで

きない。 

２ 委員がその任を辞そうとするときは、理由を付し、会長を経由して議長の許可
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を受けなければならない。 

（会長の選任） 

第１０条 審査会の会長は、審査会において委員が互選する。 

２ 会長の互選の方法は、飛騨市議会会議規則（平成16年飛騨市議会規則第１号）

第119条の規定を準用する。 

３ 会長の辞任は、審査会がこれを決する。 

（臨時の会長） 

第１１条 会長がいないときは、議長が審査会の招集日時及び場所を定めて、会長

の互選を行わせる。 

２ 会長が選任されるまでは、年長の委員が会長を職務する。 

（会長の職務及び代理） 

第１２条 会長は、審査会の議事を整理し、秩序を保持し、審査会を代表する。 

２ 会長に事故あるときは、あらかじめその指名する委員が、会長の職務を行う。 

（審査会の開催） 

第１３条 会長は、審査会の開会の日時を決める。 

２ 委員の半数以上から要求があったときは、会長は、審査会を開かなければなら

ない。 

３ 表決の際現在しない委員は、表決に加わることはできない。 

（勧告の表決） 

第１４条 審査会が第４条の勧告を決するには、出席委員の３分の２以上の多数に

よる議決を要する。 

２ 第４条第１項第５号の勧告を行うには、議会の議決を要する。 

３ 前項の勧告を決するには、議員の３分の２以上の者が出席し、その４分の３以

上の者の同意がなければならない。 

（出席説明の要求） 

第１５条 審査会が、第17条の規定により審査の申立てをされた議員等の出席及び

説明を求め、第18条の規定により市長若しくは副市長又は関係部署関係者の出席

を求め、第19条の規定により報告若しくは記録の提出を求め、又は第20条の規定

により参考人の出席を求めるには、委員の過半数の議決を要する。 

（弁明の機会） 

第１６条 審査会は、審査の申立てをされた議員等に対し、弁明の機会を与えなけ
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ればならない。 

（審査の申立てをされた議員等の出席） 

第１７条 審査会は、審査のため必要があるときは、審査の申立てをされた議員等

の出席及び説明を求めることができる。 

（市長等の出席） 

第１８条 審査会は審査のため必要があるときは、議長を経由して市長若しくは副

市長又は市役所関係部署関係者の出席を求めることができる。 

（資料等の収集） 

第１９条 審査会は、審査のため必要があるときは、議長を経由して市役所関係部

署その他に対し、必要な報告又は記録の提出を求めることができる。 

（参考人の出席） 

第２０条 審査会は、審査のため必要があるときは、議長を経由して参考人の出席

を求め、事案について、事実を聴取し、又は意見を聴くことができる。 

２ 審査会は、第３条の申し出をした議員から参考人の出席を求めるよう申し出が

あったときは、正当な理由がある場合を除き、これに応ずるものとする。 

３ 委員は、参考人に対して質疑することができる。ただし、参考人は委員に質疑

することはできない。 

４ 第２項の申し出をした議員は、当該申し出に関する参考人に対して質疑するこ

とができる。ただし、参考人は当該議員に質疑することはできない。 

（勧告） 

第２１条 審査会は、第４条第１項の勧告を議決したときは、議長に報告し、議長

は、審査の申し立てをされた議員等の出席を求めて、その者に対し勧告する。こ

の場合において、審査の申し立てをされた議員等がやむを得ない理由により出席

できなかったときは、その者に対し文書をもって勧告することができる。 

２ 審査会は、審査の申し立てをされた議員等に対し、第４条第１項の勧告を行わ

ない場合において、当該審査の申し立てをされた議員等の名誉を回復する必要が

あると認めたときは、議会に諮って所要の措置を講ずるものとする。 

（傍聴） 

第２２条 審査会は、原則として傍聴を許可しないものとする。 

２ 前項の規定にかかわらず、審査会は、その議決により議員その他の者の傍聴を

許可することができる。 
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３ 審査会は、審査の申立てをされた議員等から議員その他の者の傍聴を許可し又

は許可しないことを求められたときは、これを尊重するものとする。 

（議事） 

第２３条 審査会は、会期中であると閉会中であるとを問わず、議事を開くことが

できる。 

（会議録の保存） 

第２４条 審査会は、会議録を作成し、会長がこれに署名し、議会に保存する。 

２ 会議録には、出席者の氏名、事案の件名、議事、表決の数及び報告書その他重

要な事項を記載しなければならない。 

（会議録の閲覧） 

第２５条 審査会の会議録は、これを閲覧することができない。ただし、議員その

他の者の傍聴を許可するものとされた審査会の会議録（議員にのみ傍聴を許可す

るものとされた審査会を除く。）については、この限りでない。 

２ 前項の規定にかかわらず、審査会は、審査を終了していない事案に関する会議

録を除き、その議決により会議録の閲覧を許可することができる。 

３ 第１項の規定に関わらず、議員にのみ傍聴を許可するものとされた審査会の会

議録について議員からその閲覧を求められたときは、審査会は、審査に支障のな

い限り、その閲覧を認めるものとする。 

４ 会議録の閲覧は、会長が指定する場所において行う。 

   附 則 

１ この訓令は、飛騨市議会基本条例の一部を改正する条例（平成25年飛騨市条例

第25号）の施行の日から施行する。 

２ 第２条及び第３条の規定は、この訓令の施行日以後に発生した事案について適

用する。 

   附 則（平成27年12月17日議会訓令第１号） 

この訓令は、平成28年３月７日から施行する。 


